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「藤沢市環境基本計画」及び「藤沢市地球温暖化対策実行計画」の 

素案に係るパブリックコメントの実施状況について 

 

意見等の募集期間：2021年（令和 3年）10月 14日（木）～11月 12日（金） 

意見等の提出件数：92件 

 

①藤沢市環境基本計画（素案）及び藤沢市地球温暖化対策実行計画（素案）共通事項 

項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

市民意見等

の聴取 

計画の達成に向けて、市民会議の

開催など市民等とコミュニケーシ

ョンをとり、推進力を高めてもら

いたい。 

現在も市民団体との意見交換会等を行

っていますので、今後も市民等とコミ

ュニケーションを図りながら進めてい

きます。 

市民・事業

者・行政の

連携 

市民・事業者・行政の連携が具体的

に示されていないので、わかりや

すくしてもらいたい。 

市民・事業者・行政が連携につきまし

ては、第５章の推進体制図によりお示

ししています。 

予算の公表 環境対策にどれだけ予算を使って

きたのか公表してもらいたい。 

本市では、「予算書及び予算説明書」に

より、予算の公表を行っています。ま

た、主要な事業につきましても、別途

とりまとめた資料を作成し、公表して

います。 

予算の方針 今後の予算について、市の姿勢を

示してもらいたい。 

計画で示す各施策に使用できる予算に

ついては、限られた財源の中で最大限

の効果となるよう精査していきます。

併せて、国や県の補助金などの活用に

ついて検討していきます。 

「ふじさわ

環境白書」

の発行時期 

「ふじさわ環境白書」は 3 月に発

行されていますが、予算編成への

活用に間に合わないと考えられる

ため、予算時期前に発行してもら

いたい。 

予算編成につきましては、「ふじさわ環

境白書」の内容をもとに行うものでは

なく、各事業において、担当課等が把

握している前年度の実績値や取組状況

等をもとに予算の要求を行っていま

す。 

「ふじさわ環境白書」につきましては、

実績値の確定が 10 月以降となる項目

があるため、現在の公表時期となって

います。 

専門家意見 「藤沢市環境審議会規則」第 5 条

に基づく専門家からの意見聴取を

行ってもらいたい。 

藤沢市環境審議会委員の学識経験者及

び委員以外の専門家からも意見を聴取

して進めています。 

資料３ 
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②藤沢市環境基本計画（素案） 

項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

本市の現状

と課題 

「藤沢市固有の自然環境の要素と

して、温暖で海陸風地帯に位置する

ことが挙げられるため、こうした地

域気候特性を活用した対策が有効

です。」と加筆してもらいたい。 

ご意見いただきました内容につき

ましては、掲載内容を検討し、反映

します。 

（14頁に反映） 

環境像１ 

１－３ 

河川・海の保

全 

海が近い藤沢市なので、これからも

きれいな海であるようにしてもら

いたい。 

今後もきれいな海を保持できるよ

うに保全に努めていきます。 

環境像２ 

２－４ 

農水産業と

の共存 

農薬による影響を広く周知すると

ともに、砂防林への農薬散布による

人体的な被害も出ているため、農薬

の散布をやめてもらいたい。（他 3

件） 

国の動向との必要な情報収集を行

い、農薬の使用に関する情報提供等

を行っていきます。また、砂防林へ

の農薬散布につきましては、神奈川

県藤沢土木事務所で実施していま

すので、状況を確認するとともに、

市民から要望があったことを施設

管理者にお伝えします。 

（60頁に反映） 

環境像３ 1.減らす(リデュース)、2.何度も使

う(リユース)、3.リサイクルの順番

で対策を立てるようにしてもらい

たい。 

ご意見いただきました内容での取

組の順番が重要であると認識して

います。本計画においても、環境目

標３－１「廃棄物の発生・排出抑制」

の取組を推進し、廃棄する場合に

は、環境目標３－２「廃棄物の適正

な処理」として、再使用や分別の徹

底による資源化を進めていきたい

と考えています。 

環境像３ 

３－１ 

廃棄物の発

生・排出抑制 

製品を作り過ぎることにより起こ

る食品ロスなどを防ぐための啓蒙

や施策を行ってもらいたい。 

食品ロス削減だけでなく、食育とい

う観点からも関係部署等と協力し、

周知・啓発を行っていきます。また、

作り過ぎた製品などにつきまして

は、フードシェアリングサービスの

推進やフードドライブの実施、食品

リサイクル施設等への誘導などを

実施していきます。 

生ごみのコンポスト化を進めても

らいたい。 

本計画の取組である生ごみ処理器

（キエーロ・コンポスト容器）等や

家庭用電動生ごみ処理機の購入助

成により、生ごみの資源化を進めて

いきます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

環境像３ 

３－１ 

廃棄物の発

生・排出抑制 

誰もが利用できる公共のコンポス

トを作ってもらいたい。 

誰もが利用できる公共のコンポス

トについては、異物混入防止等のた

め、管理する必要があることから、

現在と同様に、家庭への生ごみ処理

器等の購入助成により、生ごみの資

源化を進めていきます。 

清掃のボランティアでビニール袋

を使用していますが、プラスチック

ごみによる海洋汚染につながるた

め、再使用可能な容器での回収など

を行ってもらいたい。 

ボランティア用のごみ袋につきま

しては、バイオマスプラスチックを

使用した袋へ変更していく予定で

す。併せて、指定収集袋につきまし

ても同様にバイオマスプラスチッ

クを使用した袋へ変更していく予

定です。 

（63頁、実行計画 49頁に反映） 

劣化プラスチックもマイクロプラ

スチックになるため、プラスチック

製品をステンレスに変えることや

マイトレー持参、量り売りなどの取

組について、啓発や補助金等の制度

を作ってもらいたい。（他 1件） 

プラスチックごみの削減という観

点による周知・啓発を進めていきま

す。 

人工芝は海へ流れ出すマイクロプ

ラスチックの原因になるため、市が

率先して天然芝の導入を行い、市民

にも天然芝を使用するよう呼びか

けなどを行ってもらいたい。（他 1

件） 

プラスチックごみの削減という観

点による周知・啓発を進めていきま

す。 

「市民・事業者・行政が一体となっ

てマイバッグ持参や簡易包装につ

いて」という部分がわかりにくいの

で、行政の主導で推進していくこと

を記述してもらいたい。 

ご意見いただきました内容につき

ましては、市民の方々にはマイバッ

グを持参していただく、事業者には

簡易包装を実施していただく、行政

はその周知・啓発を行っていくとい

う役割になっているため、現在の表

現としています。 

環境像３ 

３－１ 

廃棄物の発

生・排出抑制 

３－２ 

廃棄物の適

正な処理 

市民 1人 1日当たりの家庭系ごみ排

出量やリサイクルの目標などの廃

棄物の削減目標をもっと高くして

もらいたい。（他 5件） 

家庭から排出される廃棄物の削減

目標については、可燃ごみ中の資源

物と食品ロスを削減するという内

容であり、過大な目標を掲げると、

将来における廃棄物の処理に影響

が出ることから、5 年ごとに、施策

や廃棄物処理の状況を確認し、目標

の見直しを行います。 

 



 4 / 13 

 

 

項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

環境像３ 

３－２ 

廃棄物の適

正な処理 

企業の拡大生産者責任についても

明記し、ごみの減量及び回収につい

て対応できるようにしてもらいた

い。 

事業者責務としての拡大生産者責

任について、行政が国へ要望するこ

とを記載します。 

（66頁に反映） 

個人のマイボトル、エコバッグの努

力だけでは限界があるため、企業へ

の働きかけや市で採用する物資の

選択も検討してもらいたい。 

事業者責務としての拡大生産者責

任について、行政が国へ要望するこ

とを記載します。また、プラスチッ

クごみの削減という観点による周

知・啓発を進めていきます。 

（66頁に反映） 

環境像４ 

４－１ 

環境教育の

推進 

環境教育は非常に重要であるため、

主体的に取り組む子どもたちを育

てていく取組を実施してもらいた

い。 

環境教育につきましては本市とし

ても重要であると考えており、本計

画の環境目標４－１「環境教育の推

進」を掲げています。現在も「ごみ

体験学習会」などを実施しています

ので、引き続き知識及び意識の向上

を図っていきます。 

市民が参加して脱炭素社会を作っ

ていけるように、学べる場所や機会

を社会・企業・学校・地域など、あ

らゆる場所に作ってもらいたい。

（他 3件） 

ご意見いただきました内容につき

ましては、本市でも重要であると考

えており、環境目標４－１「環境教

育の推進」を掲げています。現在も

環境関連講座などを実施していま

すので、引き続き、環境に関して学

べる場の提供や情報の共有などを

進めていきたいと考えています。 

環境像４ 

４－２ 

各主体によ

る環境保全・

環境美化 

海岸清掃だけでなく、海へごみが流

れないためにも、市内道路のごみ拾

い清掃を行ってもらいたい。 

地域清掃活動の推進や「一日清掃デ

ー」の実施など、地域住民と協力し、

市内美化活動を行うなどの取組を

実施しておりますので、今後も継続

していきます。 

環境像５ 

５－５ 

気候変動へ

の適応 

「気候変動への適応策」の「市民」

第１項目「身近な生物」を、「身近な

生物季節」に修正するとともに、用

語集に追加してもらいたい。 

ご意見いただきました内容につき

ましては、掲載内容を検討し、反映

します。 

（82頁、実行計画 59頁に反映） 
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②藤沢市地球温暖化対策実行計画（素案） 

項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

計画全体 本計画は改正された温対法に沿っ

て作成されるものと理解してよい

か。国の「地球温暖化対策計画」に

沿って更新される旨の記載をして

いるが、法改正の際に環境省からの

説明や想定される施策がこの藤沢

市で実行可能かどうか、検討されて

反映されると思ってよいのか。 

今回、赤字で注意書きをしている箇

所につきましては、国の計画の温室

効果ガス排出量の削減根拠資料を

もとに、算定を行っている箇所であ

り、国の計画の閣議決定に伴い、温

室効果ガス排出量の削減根拠資料

の数値が変更された場合に、本計画

の数値につきましても変更となる

可能性があるため、注意書きを記載

しております。法改正や国の計画改

定の内容も踏まえて施策の検討を

行っており、国の取組として具体的

な内容が確定していない取組につ

きましても、概略として記載してい

ます。 

本計画は、「藤沢市気候非常事態宣

言」を行った藤沢市の独自の施策の

根拠の位置づけになるのか。第 1章

にこの計画案の改定過程を記載す

れば、理解しやすいと思う。 

本計画は「地球温暖化対策の推進に

関する法律」に基づく、計画であり、

「藤沢市気候非常事態宣言」を踏ま

え、目標の設定や取組の検討等を行

っています。改定経過につきまして

は、資料編に掲載します。 

（74頁に反映） 

計画改定の

目的と特徴 

「藤沢市気候非常事態宣言」の実現

には、気候変動の危機的状況を市

民・事業者・行政などが共有し、協

働することが不可欠であることか

ら、本計画の初めに「藤沢市気候非

常事態宣言」全文を掲げてもらいた

い。（他 5件） 

本計画に「藤沢市気候非常事態宣

言」の全文を掲載し、気候変動の危

機的状況を共有していきます。 

（69頁に反映） 

計画の目標 目標や計画内容を「藤沢市気候非常

事態宣言」の内容に整合させてもら

いたい。 

本計画では、「藤沢市気候非常事態

宣言」と整合を図り、2050年におけ

る温室効果ガス排出量を実質ゼロ

とすることを目標とし、その達成に

向けて、2030 年度及び 2040 年度の

削減目標を設定しています。 

目標として CO2ゼロ（脱炭素）を、追

求できる計画にしてもらいたい。

（他 1件） 

2030 年度までの削減目標を着実に

達成し、2050年の温室効果ガス排出

量実質ゼロに向けて取組を進めて

いきます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

計画の目標 海と山の幸に恵まれた藤沢市だか

らこそ、自然と人々の暮らしと健康

を守るため、ゼロエミッションを宣

言してもらいたい。 

二酸化炭素排出量を実質ゼロとす

るゼロエミッションにつきまして

は、「藤沢市気候非常事態宣言」の中

で表明しています。 

2030 年までの温室効果ガス排出量

の削減目標を引き上げてもらいた

い。（他 46件） 

温室効果ガス排出量の削減目標に

つきましては、国の温室効果ガス排

出量の削減根拠資料等をもとに算

定した削減効果を積み上げて設定

した数値となります。温室効果ガス

排出量の削減目標として、46.3％を

掲げていますが、計画内により高み

を目指して挑戦をしていくことを

追記します。 

（2頁に反映） 

地球温暖化

の現状 

藤沢市の平均気温の推移や海水温

等の情報が掲載されていますが、市

民にとって身近な数値ではあるが、

かえって誤解を招く可能性がある

ため、削除を検討してもらいたい。 

本市においても気温が上昇してい

る現状を理解していただき、危機感

をもって取り組んでいくことが必

要であることを伝える情報として

掲載しています。 

地球温暖化

の将来予測 

「1.5℃特別報告書」の説明に「地球

温暖化を 1.5℃に抑制することは不

可能ではない。しかし、社会のあら

ゆる側面において前例のない移行

が必要」、「持続可能な開発の達成や

貧困の撲滅等、気候変動以外の世界

的な目標とともに達成しうる」を追

加してもらいたい。（他 1件） 

ご意見いただきました内容につき

ましては、掲載内容を検討し、反映

します。 

（10頁に反映） 

IPCC の報告書などの資料は最新の

ものを使用してもらいたい。 

IPCCの最新の資料である第 6次評価

報告書につきましては、世界の予測

値のみの公表となっているほか、予

測手法が第 5次評価報告書で示され

ている方法とは異なるため、日本及

び藤沢市との比較が困難であるた

め、本計画では、第 5次評価報告書

の内容を記載しています。その他、

最新の資料として更新できるもの

は随時対応していきます。 

（10、15頁に反映） 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

地球温暖化

対策に関す

る動向 

「地球温暖化対策の推進に関する

法律」を引用しているところで、温

室効果ガスの排出の「抑制」などを

行うために策定するとあるが、「削

減」であり、改正温対法の肝の部分

についての記述の誤記が見られる

など認識が不足している。 

表現等につきまして、改めて確認

し、修正します。 

（17頁に反映） 

温室効果ガ

ス排出量の

現状 

カーボンバジェットにより、藤沢市

はあとどれだけの CO2 を排出するこ

とができるのか明らかにしてもら

いたい。 

日本におけるカーボンバジェット

が示されていないため、本市におけ

る算定を行うことは困難な状況で

す。 

実態に即した把握を行うために、国

のマニュアルの按分法ではなく、積

上法の使用やその他算定方法の検

討をしてもらいたい。（他 1件） 

本計画における温室効果ガス排出

量の算定につきましては、国の「地

方公共団体実行計画（区域施策編） 

策定・実施マニュアル」に基づき、

按分法及び積上法を組み合わせて、

業種別や車種別に行っています。 

これまでの施策の評価を記載する

ことで、何故目標を達成できなかっ

たのかを明らかにし、取組の改善を

行ってもらいたい。（他 2件） 

温室効果ガス排出量の推移におけ

る課題等につきましては、第３章の

部門別二酸化炭素排出量の現状に

記載を行っています。また、アンケ

ート調査結果も踏まえて、施策等を

検討しています。 

温室効果ガ

ス排出量の

削減目標 

省エネルギー対策に一番力をおく

のではなく、2050年の脱炭素の目標

に向けて、2030年までのロードマッ

プを作ってもらいたい。（他 8件） 

目標の達成には、省エネルギー対策

を含め、本計画に記載の４つの基本

方針が重要であると考えています。

本計画では、毎年度把握可能でかつ

目標の達成に向けた取組状況がわ

かる項目を達成指標として設定し、

ロードマップに替わる道しるべと

して、進行管理を行っていきます。 

国の「第 6次エネルギー基本計画」

では、複数のシナリオを作成するこ

とが必要とされており、藤沢市にお

いても電力の排出係数が達成でき

なかった場合の別のシナリオの作

成が必要ではないか。 

本計画は「地球温暖化対策の推進に

関する法律」に基づき改定を行って

いる計画であり、国の「地球温暖化

対策計画」も踏まえて改定を行って

います。国の資料に基づき、削減シ

ナリオを検討し、削減目標を設定し

ています。目標の達成に向けて、複

数の手段によるアプローチを行っ

ていきます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

温室効果ガ

スの削減見

込量の推計 

国等との連携と市の施策による削

減目標の推計について、具体的な取

組や繋がりが分からないため、分か

りやすく表記してもらいたい。 

削減見込量の積み上げを行ってい

る項目と取組との関連性につきま

しては、資料編に掲載します。 

（75-78頁に反映） 

削減目標の

設定 

廃棄物部門が増加することになっ

ているのはなぜか。 

人口が増加しているため、廃棄物部

門における温室効果ガスは増加す

る推計になっていますが、3Rの推進

とともに、廃棄物による発電、バイ

オマスプラスチック使用指定収集

袋の導入により温室効果ガス排出

量を削減していきます。 

温室効果ガ

ス削減に向

けた取組 

気候危機対策は環境分野だけでな

く、社会の様々な分野で取り組むこ

とができますので、あらゆる分野

（市役所の部門全体）で気候危機対

策を考えてもらいたい。 

本計画における地球温暖化対策及

び気候変動の影響への対策につき

ましては、環境分野だけでなく、都

市計画や防災などの各分野におけ

る取組も検討しています。 

藤沢市全体で温室効果ガス排出量

をゼロにするためには、大学のキャ

ンパスも再生可能エネルギーに移

行する必要があるため、働きかけを

してもらいたい。 

市内の再生可能エネルギーの普及

に向けて、大学に対しても再生可能

エネルギーの導入や温室効果ガス

排出量ゼロの電力の利用を呼びか

けていきます。 

地球温暖化対策について、市民・事

業者・行政の力を活かした地域から

の行動が進められる計画とし、市民

も参加できるようにしてもらいた

い。 

事業者と協働した取組などについ

て調査・研究を行い、市民・事業者

が参加できる取組を実施していき

ます。 

家庭部門の取組について、環境省の

「ゼロカーボンアクション 30」を参

考にして家庭内でできる効果的な

取組を記載してもらいたい。 

現在記載している内容の取組につ

きましても、環境省の「ゼロカーボ

ンアクション 30」と表現は異なりま

すが、類似した取組を記載していま

す。なお、記載がない取組について

は追記します。 

（46頁に反映） 

他自治体の市民会議の内容を参考

にし、藤沢市としての具体的な施策

の記載をしてもらいたい。 

ご意見いただきました内容を踏ま

え、今後の取組を検討していきま

す。 

環境への取組として全国区のモデ

ルになり、研修希望が殺到するくら

いの存在感を放ってもらいたい。 

今後も先進的な取組を進めるため、

最新情報の収集などを行っていき

ます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

温室効果ガ

ス削減に向

けた取組 

藤沢市と大学研究室がコラボレー

ションした試みなどをしてもらい

たい。 

温室効果ガス排出量の削減に向け

て、市内の大学との連携も重要であ

ると考えているため、取組について

検討していきます。 

グリーンニューディールの視点を

取り入れ、経済面における具体的な

施策を検討してもらいたい。（他 5

件） 

企業・学識経験者と協働して調査・

研究を行い、経済面を踏まえた取組

を検討していきます。 

経済（グリーンリカバリーなど）、都

市計画（自転車の利用促進など）、健

康（身体を動かす場所や機会がある

まち作りなど）、住宅（建物の断熱な

ど）に関する地球温暖化対策の視点

も入れてもらいたい。（他 2件） 

都市計画や健康につきましては、本

計画の基本方針３「環境にやさしい

都市システムの構築」において、公

共交通や自転車利用の促進などの

取組を、住宅につきましては、基本

方針１「省エネルギー対策」におけ

る住宅の断熱化などの取組を、経済

につきましては、事業者と協働した

取組を行っていきます。 

基本方針１ 

省エネルギ

ー対策の推

進 

本計画の第５章の基本方針１の記

載は、「脱炭素社会の実現」にし、「電

気の選択」を入れてもらいたい。 

本計画における取組を推進してい

くことで、2050年における温室効果

ガスの排出量を実質ゼロとする脱

炭素社会の実現を目標としており、

4 つ全ての基本方針の取組を行って

いくことで達成できるものと考え

ています。「電気の選択」につきまし

ては、再生可能エネルギーや水素な

どの発電割合が高く、温室効果ガス

排出量の少ない電気を選択してい

くという観点から、基本方針２の取

組としています。 

建築物の断熱性の向上など建物の

省エネ化を推進してもらいたい。 

本計画におきましても、ご意見いた

だきました取組を掲げていますの

で、計画に基づき取組を進めていき

ます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

基本方針２ 

エネルギー

の地産地消 

環境省の「ゼロカーボンアクション

30」を参考に、42ページの事例を差

し替えしてもらいたい。 

42ページの事例につきましては、実

際の取組による効果やメリットを

具体的な数値として示すことで、取

組への理解を深めることを目的と

しております。環境省の「ゼロカー

ボンアクション 30」では、メリット

は記載されていますが、具体的な数

値が記載されていませんので、現状

の表記としています。 

太陽光発電システム補助件数等の

目標をより高く設定してもらいた

い。（他 1件） 

太陽光発電システム補助件数等の

目標は、過年度の実績と今後の予算

見通しから設定していますが、社会

情勢やニーズに合わせて、件数等に

ついて今後も見直ししていきます。 

再生可能エネルギーの導入量の目

標を上げてもらいたい。（他 34件） 

再生可能エネルギーの導入目標は、

これまでの実績や市の太陽光発電

システムの補助件数の見通し、導入

可能性などから設定しています。目

標の達成に向けて、取組を着実に進

めていくとともに、PPA 事業等の新

たな取組を行っていくことで、目標

値に止まらずより高みを目指して

いきます。 

「電力の排出係数」に依存せず、市

民・事業者・行政の取組の評価が見

えるように表記してもらいたい。 

「電力の排出係数」に依存しない取

組の評価が可能な項目を達成指標

として設定しています。 

藤沢市の川は流れも緩く小型水力

発電は難しいのかもしれませんが、

建物の落差等を利用した小型水力

発電等も検討してもらいたい。 

未利用エネルギーの活用として、工

場等における排水を活用したマイ

クロ水力発電について検討します。 

藤沢市には RE100を宣言してもらい

たい。 

RE100 は企業が自らの事業の使用電

力を 100％再生可能エネルギーで賄

うことを目指す国際的なイニシア

ティブであり、本市が参加すること

はできませんが、本市も RE100の主

旨に沿うように取組を進めてまい

ります。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

基本方針２ 

エネルギー

の地産地消 

再生可能エネルギーによる電気を

供給する新電力会社に切り替える

ことで、大幅に CO2 を削減できるた

め、市だけでなく企業や各家庭への

働きかけも実施してもらいたい。 

本市の公共施設につきまして、随

時、新電力への切り換えを進めてい

ますので、取組状況を公表するとと

もに、企業や各家庭に働きかけてい

きます。 

市内の小中学校等の公共施設への

再生可能エネルギーの導入を進め

てもらいたい。（他 4件） 

市内の小中学校につきましては、発

電容量は異なりますが、全校に太陽

光発電システムを設置しています。

その他の公共施設等に対して、太陽

光発電システムの率先導入につい

て進めていきます。 

市内の再生可能エネルギー設備を

設置した施設を増加させるための

具体的な施策を示してもらいたい。

（他 1件） 

ご意見いただきました内容につき

ましては、再生可能エネルギーの導

入に対し、補助金や融資等を行って

いく他、初期投資費用がかからない

PPA 事業の普及啓発など、本計画の

第５章の「基本方針２エネルギーの

地産地消」に示している取組を行っ

ていきます。 

太陽光や緑化を勧められる場所が

たくさんあるように思うため、災害

などで停電したときの備えや、防災

にもつながるよう、発電・蓄電池と

併せて導入するなどの取組を進め

てもらいたい。 

本市の補助制度及び国・県の補助金

などの周知を行い、設備導入や緑化

を促進していきます。 

農地のソーラーシェアリングなど

も検討してもらいたい。（他 3件） 

農地へのソーラーシェアリングに

つきましては、農作物への影響や大

雨時の感電の危険性などについて

十分に検討し、地域の方々の理解を

得ていくことが必要であると考え

ていますので、事例や必要な手続き

等についての情報収集を進めてい

きます。 

藤沢市における再生可能エネルギ

ーのポテンシャルは太陽光発電が

ベストであると以前の市議会で述

べていることから、太陽光発電シス

テムを最優先で、最大限活用する計

画として改定してもらいたい。 

本計画では、「基本方針２エネルギ

ーの地産地消」において、太陽光発

電システムの最大限の活用に向け

て、従来から実施している補助金の

交付などに加えて重点的に実施す

る地域の設定や PPA事業などの実施

について検討していきます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

基本方針２ 

エネルギー

の地産地消 

市民出資による「市民共同発電所」

づくりの試みを行ってほしい。 

共同出資等につきましては、事例な

どについて情報収集を行います。 

炭素利用をやめてもらいたい。（他 1

件） 

すぐに全ての利用をやめることは

困難であるため、本市としては、再

生可能エネルギーの割合が大きい

電力の選択や、温室効果ガス排出量

の少ない燃料への転換などにより、

段階的に取組を進めていきたいと

考えています。 

エネルギー転換の視点をいれても

らいたい。 

本計画では、国の「地球温暖化対策

計画」の取組にある燃料転換を踏ま

え、エネルギーの転換について記載

しています。また、より温室効果ガ

ス排出量の少ない燃料の選択など

について記載を行っています。 

市民や事業者に環境負荷の少ない

電気会社やガス会社を自由に選択

できることを伝えてもらいたい。 

温室効果ガス排出量の少ない電力

やガスの選択だけでなく、より温室

効果ガスの排出量の少ない天然ガ

ス等への転換についても、周知して

いきます。 

「再生可能エネルギーに電気を切

り替える」の文言をいれてもらいた

い。（他 15件） 

100％再生可能エネルギーの電気と

なるとその量は限定されてしまい、

選択の幅を狭めてしまうと考え、

「温室効果ガス排出量の少ない電

力の選択」という表現としていまし

たが、「再生可能エネルギーの割合

が高い」等の表現を追加します。 

（24-26、44頁に反映） 

基本方針３ 

環境にやさ

しい都市シ

ステムの構

築 

環境にやさしい都市システムの構

築を積極的に進め、自転車での移動

の普及に向けて、自転車専用通行帯

を増やしてもらいたい。 

自転車の走行環境につきましては、

本計画の取組としても記載しており

ます「ふじさわサイクルプラン」に

基づき、整備を行っていきます。 
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項 目 意見の内容 市の考え方（案） 

気候変動の

影響に対す

る各主体の

適応策 

防災対策や農業支援、水害対策など

を進めてもらいたい。 

近年の気候変動等により、局地的な

大雨による洪水・土砂災害等の多様

な災害リスクが高まっており、それ

らに対する防災対策は重要なもの

と認識しています。本計画には、「地

域気候変動適応計画」を内包してお

り、こちらで示している取組を通じ

て、自然災害への対策や農業の支援

などを実施していきます。 

計画の推進

体制と進行

管理 

藤沢市には、地球温暖化／気候変動

の抑止に向けて積極的に取り組ん

でいくことを強く期待する。 

温室効果ガス排出量の削減と気候

変動への適応について、計画に基づ

き積極的に取り組んでいきます。 

2030 年までの温室効果ガス排出削

減目標の 46.3％以上の削減ができ

るように指導力とスピード感をも

って実施してもらいたい。（他 1件） 

本計画の目標以上の温室効果ガス

排出量の削減に向けて、本市が率先

的に取組を進めていきます。 

気候危機を行政が発信し、理解を得

るようにするとともに、地道な呼び

かけや新たな媒体を活用して情報

提供を行い、環境問題に関心がない

層へのきっかけづくりなどを行っ

てもらいたい。（他 5件） 

本市の広報誌やウェブサイトなど

の従来の取組に加えて、メール配信

やラジオ、SNS の活用などにより、

更なる周知に取り組んでいきます。 

計画の推進

体制 

「地球温暖化対策の推進に関する

法律」第 37条（地球温暖化防止活動

推進員）、第 38条（地域温暖化対策

防止活動推進センター）などを検討

してもらいたい。 

ご意見いただきました内容につき

ましては、都道府県知事及び指定都

市等の長が委嘱や指定が可能なた

め、現在のところ困難な状況です。 

市長（または副市長）を本部長とし

た庁内体制の確立が必要であり、計

画の推進体制と進行管理について

は非常事態に対応し、「脱炭素社会

の実現」を目指す体制を構築しても

らいたい。 

本市の環境行政を総合的・計画的に

推進していくことを目的として、副

市長を委員長とする「藤沢市環境政

策推進会議」が設置されています。 

 


